
令
和
３
年
６
月
１
日
発
行

令
和
３
年
６
月
１
日
発
行

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今号の内容

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問  

 

２
～
７

議
案
に
対
す
る
質
疑  

 

８
～
11

常
任
委
員
会  

 

12
～
13

議
案
等
の
議
決
結
果 

・

４
月
臨
時
会
（
議
案
等
の
議
決
結
果
） 

 

14

政
治
倫
理
審
査
会
報
告  

 

15

飛
び
出
せ
！
議
場
・
６
月
定
例
会
・

編
集
後
記  

 

16

　倉吉市議会だより「白壁」では、表紙写真を

随時募集しています。

　あなたの写真で表紙を飾りませんか。たくさ

んのご応募お待ちしています。
№ 17

白
壁
白
壁

倉吉市営関金ラグビー場（令和３年７月オープン予定）



【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】

　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説明

を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質すものです。倉吉市議会では、基本的に１

人あたりの質問時間は２５分です。

３月

令和３年

第３回

定例会

会
派
名

議員名 発言通告要旨

く
ら
よ
し

福谷 直美

市長の政治姿勢について

◎ 新型コロナウイルス感染症について

倉吉駅北市有地１２街区活用について

関金グリーンスコーレ活用について

県立美術館の進捗状況について

◎ 公立保育園再編について

国際交流事業について

◎ 自治公民館に防災倉庫設置について

大月 悦子

◎
「日本女性会議２０２２in鳥取くらよ

し」開催について

ワクチン接種について

業務効率のためのＲＰＡ化について

◎
ＩＣＴを活用した生活習慣病対策に

ついて

丸田 克孝

コロナウイルスについて

◎ ワクチンについて

グリーンスコーレについて

◎ 竹林整備について

藤井 隆弘

新型コロナウイルス感染症対策につ

いて

◎ 地域の活性化について

学校教育について

コミュニティセンター化について

大津 昌克

市長の政治姿勢について

大御堂廃寺跡整備基本計画について

◎ 高校生等通学費助成について

コロナ対策について

新
政
会

福井 康夫

第１２次倉吉市総合計画（案）について

◎ グリーンスコーレせきがねについて

◎ コロナワクチン対策について

竺原 晶子

◎ ＧＩＧＡスクール構想について

◎
スポーツ活動を通じた青少年の健全

育成について

◎ 小学校適正配置について

幼保小中教職員の多様性への配慮に

ついて

新型コロナワクチン接種について

坂井 徹

◎ 市長の今後の施策について

コロナ関連以外の施策について

◎ 中心市街地の活性化について

◎ 関金地域の活性化について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同

山口 博敬

リスのその後について

マイナンバーカードの普及状況と計

画について

コロナワクチン接種について

高齢者対策について

◎ 農業振興について

鳥飼 幹男
◎

新型コロナウイルス感染症対策につ

いて

◎ 関金地区の振興対策について

鳥羽 昌明

◎ コロナワクチン接種体制について

ＰＣＲ検査費助成について

事業者支援について

ロービジョンケアについて

除雪対応について

く
ら
よ
し
創
生

佐々木 敬敏

◎ 農業振興について

ＮＰＯ法人設立について

４０万円事業について

米田 勝彦

◎ 新型コロナの対応について

◎ テレワークについて

◎ 地域の活性化について

◎ 除雪について

日
本
共
産
党

佐藤 博英

◎
コロナ禍の中、どのような支援を考

えているか（これから）について

◎
地球温暖化問題について市の対策

は？について

国民健康保険の均等割についてどう

考えるかについて

生活保護制度のあり方についてどう

考えるかについて

スポーツ少年団について

◎
補聴器について、加齢性難聴者へ支

援できないかについて

一般質問通告一覧表より
【通告とは？】

　本会議で発言しようとする議員

は、あらかじめ議長に対して質問す

る項目を明らかにするために、文書

で通告を行います。この文書を「質

問通告書」と言います。

　なお、この通告一覧表は定例会

開会日のおおむね２週間前に倉吉市

ホームページに掲載されています。

◎印のついた質問は、次頁以降に記載しています。
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く 福
ふ く た に

谷 直
な お み

美
Fukutani Naomi

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

■
公
立
保
育
園
再
編
に
つ
い
て

■
自
治
公
民
館
に
防
災
倉
庫
設
置
に
つ
い
て

く 大
お お つ き

月 悦
え つ こ

子
Otsuki Etsuko

■ 「
日
本
女
性
会
議
２
０
２
２
in
鳥
取
く
ら
よ
し
」

開
催
に
つ
い
て

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
生
活
習
慣
病
対
策
に
つ
い
て

※ 議員本人が執筆（要約）したものを基に掲載しています。※ 議員本人が執筆（要約）したものを基に掲載しています。

掲載は、質問順です（頁ごと、上から）。掲載は、質問順です（頁ごと、上から）。

市政市政のの課題課題をを洗洗いい出出し、 し、 

解決策解決策をを探探るる
　令和３年３月第３回倉吉市議会定例会が、令和３年３月１日（月）から３月　令和３年３月第３回倉吉市議会定例会が、令和３年３月１日（月）から３月

２２日（月）まで開催され、令和３年度予算などが審議されました。２２日（月）まで開催され、令和３年度予算などが審議されました。

　会議録（質問・答弁など）は市立図書館でご覧になれます。　会議録（質問・答弁など）は市立図書館でご覧になれます。

　市議会会議録検索システムは、倉吉市ホームページからご利用できます。　市議会会議録検索システムは、倉吉市ホームページからご利用できます。

答  

配
給
時
期
な
ど
、
は
っ
き
り
し
な

い
部
分
も
あ
る
が
、
４
月
中
に
は

接
種
を
開
始
す
る
予
定
。

答  

候
補
地
が
優
良
農
地
で
あ
る
こ
と

や
、
交
通
の
問
題
な
ど
、
関
係
者

の
同
意
が
難
し
い
。
令
和
５
年
の

開
園
は
難
し
い
。

答  

倉
吉
市
自
主
防
災
組
織
防
災
資

機
材
等
整
備
費
補
助
金
、
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
な
ど
、
現
在
あ
る
補
助
制

度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

問  

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
い
つ
か
ら
始
ま

る
の
か

問  

令
和
５
年
開
園
に
向
け
て
の
進
捗

状
況
は

問  

各
地
域
の
防
災
意
識
が
高
ま
り
、

多
く
の
備
品
が
あ
る
た
め
公
民
館

が
手
狭
に
な
っ
て
い
る
。
補
助
金

の
増
額
の
考
え
は
な
い
か

答  

実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
大
会
の

テ
ー
マ
を
決
定
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
等
を
募
集
し
２
０
８
件
の
応
募

が
あ
っ
た
。

　  

誰
も
が
性
別
を
意
識
す
る
こ
と
な

く
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
機
運
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

答  

専
門
家
に
よ
る
講
習
・
研
修
も
有

意
義
。
今
後
講
習
会
な
ど
を
各
種

教
室
の
メ
ニ
ュ
ー
に
組
み
込
む
な

ど
、
要
望
を
ふ
ま
え
て
対
応
を
考

え
る
。

問  

取
組
の
経
過
は

問  

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
に
検
査
結
果

等
を
記
録
し
、
保
健
師
等
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。

高
齢
者
を
対
象
に
活
用
方
法
を

学
ぶ
機
会
を
検
討
し
て
は

【
会
派
名
】  

く
…
く
ら
よ
し
　
新
…
新
政
会
　
公
…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　
創
…
く
ら
よ
し
創
生
　
日
…
日
本
共
産
党
　
無
…
無
所
属
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く 藤
ふ じ い

井 隆
た か ひ ろ

弘
Fujii Takahiro

■ 

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

く 丸
ま る た

田 克
か つ た か

孝
Maruta Katsutaka

■ 

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

■
竹
林
整
備
に
つ
い
て

く 大
お お つ

津 昌
ま さ か つ

克
Otsu Masakatsu

■ 

高
校
生
等
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

答  

市
内
の
経
済
状
況
が
厳
し
い
こ
と

は
認
識
し
て
お
り
、
倉
吉
版
の
支

援
策
を
講
じ
て
い
る
。
県
や
国
に

相
談
し
支
援
策
を
進
め
て
い
く
。

答  

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
７
か
所
の
集
団

接
種
会
場
を
確
保
。
医
療
機
関
で

の
接
種
や
、
事
業
所
単
位
の
接
種

も
検
討
し
て
い
る
。

答  

県
の
森
林
環
境
保
全
税
を
財
源
と

し
た
補
助
制
度
を
活
用
で
き
る

が
、
地
権
者
と
の
委
託
契
約
が
必

要
。
整
備
の
た
め
の
道
の
開
設
に

も
活
用
で
き
る
の
で
相
談
し
て
ほ

し
い
。

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

現
状
の
認
識
は

問  

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
て
の
準
備

に
つ
い
て

問  

竹
林
整
備
を
自
治
公
民
館
単
位

で
進
め
る
よ
う
補
助
が
で
き
な 

い
か

答  

グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
に
河
川
工
事
で

発
生
し
た
土
砂
を
埋
め
る
国
土
交

通
省
の
工
事
。
地
元
や
関
係
者
に

説
明
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
ほ
か
、
Ｎ
Ｃ
Ｎ
の
文
字
放
送
や

市
報
へ
の
掲
載
も
予
定
し
て 

い
る
。

答  

昭
和
42
年
の
整
備
か
ら
長
い
年
月

が
た
つ
。
展
望
台
等
も
老
朽
化
し
、

年
次
的
に
補
修
・
維
持
管
理
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
今
回
の

造
成
で
、
広
場
の
広
い
地
形
に
な

り
、
運
動
広
場
と
キ
ャ
ン
プ
が
で

き
る
広
場
を
中
心
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

問  

大
平
山
公
園
造
成
工
事
の
概
要
と

市
民
へ
の
周
知
は

問  

大
平
山
公
園
の
整
備
状
況
と
今
後

の
整
備
方
針
を
問
う

答  

申
請
は
81
人
、
予
算
１
，６
１
０
万

円
に
対
し
、
執
行
率
は
約
27
％
の

４
２
５
万
円
。

答  

各
学
校
が
魅
力
化
、
特
色
の
出
し

方
を
工
夫
し
て
い
る
。
部
活
動
で

学
校
を
選
ぶ
こ
と
も
問
題
な
い
。

※
答
弁
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問  

事
業
の
実
績
は
ど
う
か

問  

執
行
率
27

％
は
低
す
ぎ
る
。
こ
の

予
算
な
ら
対
象
外
と
し
た
東
西
部

に
通
学
す
る
生
徒
に
も
補
助
で
き

る
。
こ
の
制
度
は
県
と
市
が
折
半

で
負
担
す
る
事
業
。
他
の
自
治
体

と
同
様
に
県
内
全
域
を
対
象
と
す

べ
き
。
県
下
の
高
校
は
学
科
が
同

じ
で
も
同
じ
学
び
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
部
活

動
も
希
望
す
る
学
び
と
思
う
が
こ

の
点
は
ど
う
か

問  

問
題
な
く
て
も
通
学
費
の
補
助
は

し
な
い
と
い
う
こ
と
か
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新 竺
じ く は ら

原 晶
し ょ う こ

子
Jikuhara Shoko

■ 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

■
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
た
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

■
小
学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て

新 福
ふ く い

井 康
や す お

夫
Fukui Yasuo

■ 
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
せ
き
が
ね
に
つ
い
て

■
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
策
に
つ
い
て

新 坂
さ か い

井 徹
とおる

Sakai Toru

■ 

市
長
の
今
後
の
施
策
に
つ
い
て

■
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

■
関
金
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

答  

現
状
調
査
、
改
修
費
の
概
算
設

計
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
積
算
、

再
生
プ
ラ
ン
取
り
ま
と
め
、
検

討
会
議
の
運
営
支
援
を
内
容
と

す
る
業
務
委
託
契
約
を
結
ん
だ
。

　  

再
生
プ
ラ
ン
は
６
月
を
め
ど
に

取
り
ま
と
め
た
い
。
関
連
予
算

等
は
９
月
議
会
で
予
算
の
提
案

が
で
き
れ
ば
。

答  

延
期
し
た
成
人
式
を
９
月
18
日

に
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
。
成

人
式
実
行
委
員
会
は
平
成
22
年

か
ら
活
動
。
実
行
委
員
会
で
作

成
し
、
今
年
で
10
枚
に
な
る
ポ

ス
タ
ー
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
何

ら
か
の
形
で
倉
吉
の
若
い
人
た

ち
の
取
り
組
み
を
伝
え
た
い
。

問  
現
状
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

問  

成
人
式
の
開
催
延
期
に
つ
い
て

答  

案
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
。
教
育
委

員
、
関
係
者
の
確
認
の
上
で
示
す
。

答  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
成
な
ど
、
適
切
に

情
報
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

答  

現
在
の
ル
ー
ル
で
は
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
と
し
て
の
使
用
が
基
に

あ
る
。
ル
ー
ル
を
変
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
時
間
が
必
要
。

答  

別
の
学
校
に
変
わ
る
仕
組
み
は
、
こ

の
制
度
以
外
に
も
あ
る
。
小
規
模

特
認
校
制
度
は
、
よ
り
使
い
や
す

い
も
の
で
あ
り
、
周
知
に
努
め
る
。

問  

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進
計

画
は
作
成
さ
れ
た
の
か

問  

教
職
員
や
保
護
者
へ
も
取
り
組
み

状
況
の
発
信
を

問  

在
籍
校
の
児
童
が
使
う
場
合
の
体

育
館
利
用
を
無
料
に

問  

小
規
模
特
認
校
制
度
に
よ
り
登

校
で
き
る
児
童
も
あ
る
の
で
は

答  

４
期
目
の
こ
と
は
一
切
考
え
て
い

な
い
。
今
は
何
よ
り
も
コ
ロ
ナ
対

策
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

答  

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
は
、
拠
点
と
な
る
回
遊
ポ

イ
ン
ト
の
整
備
は
お
お
む
ね
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
拠

点
を
回
遊
す
る
た
め
の
仕
掛
け
、

ソ
フ
ト
面
で
の
取
り
組
み
が 

必
要
。

答  

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
※

の
成
果

を
期
待
し
た
い
。

問  

４
期
目
に
対
す
る
意
欲
は
あ
る 

の
か

問  

レ
ト
ロ
＆
ク
ー
ル
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

問  

グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
の
再
生
に
つ

い
て

※ サウンディング調査（対話型市場調査）とは、市有地などの活用方法について、公募により民間事業者から

広く意見や提案を求め、事業への有用な意見やアイデアを収集することを目的とした、民間事業者と市との

直接の意見交換による調査のこと。

【
会
派
名
】  

く
…
く
ら
よ
し
　
新
…
新
政
会
　
公
…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　
創
…
く
ら
よ
し
創
生
　
日
…
日
本
共
産
党
　
無
…
無
所
属
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公 鳥
と り か い

飼 幹
み き お

男
Torikai Mikio

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

■
関
金
地
区
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

公 山
や ま ぐ ち

口 博
ひ ろ た か

敬
Yamaguchi Hirotaka

■ 

農
業
振
興
に
つ
い
て

公 鳥
と ば

羽 昌
ま さ あ き

明
Toba Masaaki

■ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
に
つ
い
て

答  
健
康
機
能
性
を
う
た
っ
た
米
や
玄

米
な
ど
に
注
目
が
高
ま
っ
て
い

る
。
市
報
で
の
米
の
消
費
拡
大
の

特
集
は
、
紙
面
を
工
夫
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。
米
飯
給
食
は
今
後

も
週
４
回
を
継
続
し
て
い
く
。

答  

県
の
「
鳥
取
県
農
業
生
産
１
千
億

円
達
成
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
低
コ

ス
ト
ハ
ウ
ス
の
面
積
拡
大
、
白
ネ

ギ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
面
積
拡
大

と
、
生
産
量
ア
ッ
プ
な
ど
を
掲
げ

て
お
り
、
本
市
で
も
国
、
県
の
施

策
を
活
用
し
な
が
ら
野
菜
の
生
産

振
興
を
図
っ
て
い
く
。

問  

米
の
消
費
拡
大
対
策
に
つ
い
て

問  

野
菜
の
振
興
に
つ
い
て

答  

中
部
圏
域
で
共
同
接
種
が
で
き
る

よ
う
協
議
を
進
め
た
い
。

答  

地
域
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
倉
吉

の
地
域
振
興
に
生
か
す
場
所
と
し

て
、
活
用
を
図
り
た
い
。

答  

関
係
人
口
の
増
加
に
期
待
で
き
る

制
度
で
あ
り
、
受
け
入
れ
環
境
を

整
え
た
い
。

問  

現
役
世
代
が
円
滑
に
接
種
す
る
た

め
、
勤
務
地
の
あ
る
市
町
で
接
種

す
る
広
域
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
検
討

す
べ
き
で
は

問  

グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
せ
き
が
ね
の

再
生
に
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
※
１

を

整
備
し
て
お
試
し
テ
レ
ワ
ー
ク
に

取
り
組
ん
で
は

問  
都
会
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
が
２

地
域
居
住
を
す
る
た
め
に
、
子
ど

も
が
都
会
の
学
校
に
も
地
方
の
学

校
に
も
通
え
る
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー

ル
※
２

制
度
を
導
入
し
て
は

答  

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
意
図
を

考
え
る
と
集
団
免
疫
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
70
～
80
％
程
度
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答  

個
別
の
状
況
を
把
握
し
、
相
談
に

は
し
っ
か
り
応
じ
て
い
き
た
い
。

必
要
な
器
具
類
で
、
な
い
も
の
が

あ
れ
ば
対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
し
、
報
酬
・
費
用
に
つ
い
て
も

国
が
示
し
た
単
価
で
明
確
に
足
り

な
け
れ
ば
検
討
し
た
い
。
協
力
い

た
だ
け
る
よ
う
に
環
境
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問  

接
種
率
の
目
標
は

問  

個
別
接
種
会
場
と
な
る
各
医
療
機

関
へ
の
過
度
の
業
務
負
担
や
経
営

負
担
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
必
要
な
措
置
を
十
分
行
う
考

え
か

※１ シェアオフィスとは、複数社で同じオフィスを共有するオフィスのこと。

※２ デュアルスクールとは、地方と都市の２つの学校が１つの学校のように教育活動を行うことができる事業のこと。
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創 米
よ ね だ

田 勝
か つ ひ こ

彦
Yoneda Katsuhiko

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
つ
い
て

■
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

■
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

■
除
雪
に
つ
い
て

創 佐
さ さ き

々木 敬
た か と し

敏
Sasaki Takatoshi

■ 
農
業
振
興
に
つ
い
て

日 佐
さ と う

藤 博
ひ ろ ひ で

英
Sato Hirohide

■ 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
か
（
こ
れ
か
ら
）
に
つ
い
て

■
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
市
の
対
策
は
？
に
つ
い
て

■
補
聴
器
に
つ
い
て
、
加
齢
性
難
聴
者
へ
支
援
で
き
な
い
か
に
つ
い
て

答  

国
、
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
農
業

保
険
加
入
の
促
進
策
と
し
て
県
補

助
金
へ
の
か
さ
上
げ
な
ど
を
検
討

す
る
。

答  

現
在
、
倉
吉
、
湯
梨
浜
、
北
栄
の

各
農
業
再
生
協
議
会
が
事
業
主

体
と
な
り
、
国
の
消
費
・
安
全
対

策
交
付
金
を
要
望
中
で
、
薬
剤
購

入
や
入
排
水
部
分
の
ネ
ッ
ト
の
購

入
費
の
助
成
を
行
う
予
定
。

問  
農
業
収
入
保
険
加
入
促
進
支
援

に
つ
い
て
、
農
林
水
産
省
は
、
県
、

市
町
に
対
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
た
補
助
を
検

討
す
る
よ
う
通
知
を
発
出
し
た

が
、
本
市
の
対
応
は

問  

水
田
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
対
策

に
つ
い
て
、
昨
年
、
倉
吉
市
で
初

め
て
中
江
地
区
で
の
生
息
が
確
認

さ
れ
た
。
本
市
の
対
応
は

答  

市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
聞
き

逃
し
や
聞
き
間
違
い
の
な
い
も
の

を
使
っ
て
広
報
し
た
い
。

答  

㈱
グ
ッ
ド
ス
マ
イ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

の
協
力
を
得
て
ア
ニ
メ
制
作
会
社

の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
※

誘
致
を
進

め
て
い
る
。

答  

市
の
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
活
用

し
て
い
き
た
い
。

答  

除
雪
機
械
の
燃
料
費
を
支
援
。
地

域
で
の
除
雪
の
推
進
が
目
的
で
、
人

力
で
の
除
雪
は
想
定
し
て
い
な
い
。

問  

予
防
接
種
の
情
報
を
防
災
無
線
で

各
家
庭
に
周
知
す
べ
き
で
は

問  

市
を
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
と
し
て
売

り
込
む
営
業
は
し
て
い
る
か

問  

国
は
活
性
化
の
専
門
家
を
地
方
に

派
遣
し
て
い
る
。
市
街
地
や
関
金

の
振
興
に
活
用
し
て
は

問  

除
雪
報
奨
金
は
人
力
に
は
な
い

が
、
な
ぜ
か

答  

今
の
と
こ
ろ
感
染
の
疑
い
の
あ
る

人
だ
け
に
と
考
え
て
い
る
。

答  

状
況
を
聞
き
な
が
ら
猶
予
を
実
施

し
て
い
る
。
相
談
等
な
い
た
め
減

免
は
考
え
て
い
な
い
。

答  

予
算
編
成
と
絡
め
て
検
討
し
た
い
。

答  

森
林
環
境
譲
与
税
な
ど
を
活
用
し

て
対
応
し
た
い
。

答  

よ
く
研
究
し
、
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

問  

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
拡
大
で
き
な
い
か

問  

福
祉
施
設
の
水
道
料
金
を
減
免
で

き
な
い
か

問  

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
恒
常
化

で
き
な
い
か

問  

森
林
管
理
に
広
葉
樹
へ
の
改
植
支

援
が
で
き
な
い
か

問  

難
聴
者
へ
補
聴
器
を
支
援
で
き
な

い
か

※ ワーケーションとは、ワーク（仕事）とバケーション（休暇）を組み合わせた造語。休暇先でテレワークを活用し、

　休暇を取りながら必要に応じて仕事をすること。

【
会
派
名
】  

く
…
く
ら
よ
し
　
新
…
新
政
会
　
公
…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　
創
…
く
ら
よ
し
創
生
　
日
…
日
本
共
産
党
　
無
…
無
所
属
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 執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。

※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと

なっています。

【議案に対する質疑】

３月

令和３年

第３回

定例会

議員名 通　　告 担当部局

大津 昌克

R02 一般補正 【債務負担行為】関金Ｂ&Ｇ海洋センター指定管理料 教育委員会

R03 一般 高校生通学費助成事業 教育委員会

R03 一般 小学校運営（学校） 教育委員会

R03 一般 史跡大御堂廃寺跡整備事業 教育委員会

R03 一般 体育施設維持管理 教育委員会

R03 一般 体育施設管理運営 教育委員会

B&G指定管理 倉吉市関金Ｂ&Ｇ海洋センターの指定管理者の指定について 教育委員会

藤井 隆弘

R03 一般 総合交通対策（企画） 総務部

R03 一般 人件費 総務部

R03 一般 コミュニティセンター管理 生活産業部

R03 一般 中心市街地活性化推進事業 生活産業部

R03 一般 道路維持（建設） 建設部

R03 一般 空き家対策 建設部

鳥飼 幹男

R03 一般 【歳入】地方交付税 総務部

R03 一般 企画政策推進 総務部

R03 一般 集落支援員活用事業 生活産業部

R03 一般 交通災害共済加入促進 生活産業部

R03 一般 地域資源観光活用事業（関金地区） 生活産業部

R03 一般 まちづくり管理 建設部

R03 一般 空き家対策 建設部

福谷 直美

R03 一般 水防対策 総務部

R03 一般 災害対策 総務部

R03 一般 地域住宅計画事業 建設部

R03 一般 体育施設維持管理 教育委員会

R03 一般 衆議院議員総選挙費 選挙管理委員会事務局

R03 一般 市長選挙費 選挙管理委員会事務局

R03 一般 市議会議員一般選挙費 選挙管理委員会事務局

都市公園・体育施設
倉吉市都市公園条例及び倉吉市体育施設の設置及び管理に関

する条例の一部改正について
教育委員会

佐々木 敬敏

R03 一般 就農条件整備事業 生活産業部

R03 一般 農地集積・集約化対策事業 生活産業部

R03 一般 鳥取型低コストハウスによる施設園芸等推進事業 生活産業部

R03 一般 畜産振興対策事業 生活産業部

R03 一般 ふるさと納税 生活産業部

R03 一般 文化財保護 教育委員会

山口 博敬

R03 一般 総合交通対策（企画） 総務部

R03 一般 敬老会及び敬老の日記念 健康福祉部

R03 一般 特別展「大坂弘道展」 教育委員会

米田 勝彦

R03 一般 障がい者グループホーム配置運営支援 健康福祉部

R03 一般 総合防災訓練 総務部

R03 一般 防災行政無線維持管理事業 総務部

R03 一般 小学校図書館ネットワーク事業 教育委員会

福井 康夫

R02 一般補正 観光施設維持管理事業（関金地区） 生活産業部

R03 一般 スポーツ活動振興 生活産業部

R03 一般 東京２０２０オリンピック聖火リレー事業 生活産業部

R03 一般 企業誘致 生活産業部

R03 一般 遺族援護関係 健康福祉部

R03 一般 伯耆しあわせの郷指定管理料 健康福祉部
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【質疑とは？】

　市長から提案された議案に対し、賛否の態度決定が可能になるよう、疑問や不明確な点を問う発言をいいます。自己の

意見を述べることはできません。倉吉市議会では、質問回数は１議題５回までとなっています。

主
な
質
疑
・
答
弁

主
な
質
疑
・
答
弁

― 

地
域
住
民
の
福
祉
を
確
保
す
る

た
め
必
要
な
公
共
交
通
機
関
の

維
持
・
確
保
及
び
地
域
住
民
の

共
助
に
よ
る
移
動
手
段
の
確
保

を
行
う
。

Ｑ 

倉
吉
市
バ
ス
運
行
対
策
費
補
助
金

（
乗
合
バ
ス
）
の
内
容
は

Ａ 

路
線
補
助
維
持
事
業
（
国
庫
の
補
助

路
線
で
国
県
が
補
助
し
な
い
部
分
）

が
５
，
１
０
０
万
円
余
、
広
域
バ
ス

路
線
維
持
費
補
助
金
（
他
町
に
ま
た

が
る
路
線
）
が
４
，
１
０
０
万
円
余
、

市
町
村
内
バ
ス
等
支
援
補
助
金
（
市

内
路
線
）
が
６
，６
０
０
万
円
余
。

Ｑ 

路
線
バ
ス
の
利
用
実
態
と
、
利
用
者

増
に
向
け
た
改
善
策
は

Ａ 

平
成
30
年
が
83
・
4
万
人
、
令
和
元

年
が
85
・
3
万
人
、
令
和
2
年
は

75
・
8
万
人
で
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

減
少
し
て
い
る
。
改
善
策
は
、
正
確

な
実
態
調
査
と
、
鳥
取
県
中
部
地
域

交
通
網
形
成
計
画
と
、
鳥
取
県
中
部

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
に

総
合
交
通
対
策
（
企
画
）

当
初
予
算
額

１
億
６
，
３
１
８
万
円

議員名 通　　告 担当部局

福井 康夫

R03 一般 伯耆しあわせの郷管理運営委託 健康福祉部

R03 一般 がん検診 健康福祉部

R03 一般 漁業研修事業 生活産業部

大月 悦子

R03 一般 総合交通対策（企画） 総務部

R03 一般 行政情報システム管理 生活産業部

R03 一般 商店街等活性化 生活産業部

R03 一般 中心市街地活性化推進事業 生活産業部

R03 一般 周遊滞在型観光地創造事業 生活産業部

坂井 徹

R03 一般 体育施設管理運営 教育委員会

R03 一般 大山池ふれあい広場等維持管理 総務部

R03 一般 三松奨学育英事業 教育委員会

竺原 晶子

R03 一般 広報公聴 総務部

R03 一般 行政情報システム管理 生活産業部

R03 一般 総合交通対策（企画） 総務部

R03 一般 男女共同参画の推進 生活産業部

R03 一般 人権啓発推進 生活産業部

R03 一般 商店街等活性化 生活産業部

佐藤 博英

R03 一般 農地集積・集約化対策事業 生活産業部

特 会 条 例 倉吉市特別会計条例の一部改正について 生活産業部

国 保 条 例 倉吉市国民健康保険条例の一部改正について 健康福祉部

都市公園・体育施設
倉吉市都市公園条例及び倉吉市体育施設の設置及び管理に関

する条例の一部改正について
教育委員会

丸田 克孝

R02 一般補正 森林基幹道整備 建設部

R02 一般補正 体育施設管理運営 教育委員会

R02 一般補正 【債務負担行為】関金Ｂ&Ｇ海洋センター指定管理料 教育委員会

R03 一般 企画政策推進 総務部

R03 一般 総合交通対策（企画） 総務部

都市公園・体育施設
倉吉市都市公園条例及び倉吉市体育施設の設置及び管理に関

する条例の一部改正について
教育委員会

鳥羽 昌明 R03 一般 行政情報システム管理 生活産業部

R02 一般補正  … 議案第４号 令和２年度倉吉市一般会計補正予算（第１１号）

R03 一般  … 議案第１０号 令和３年度倉吉市一般会計予算

B&G指定管理  … 議案第３２号 倉吉市関金Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定管理者の指定について

都市公園・体育施設  … 議案第３０号 倉吉市都市公園条例及び倉吉市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について

特 会 条 例  …  議案第２４号 倉吉市特別会計条例の一部改正について

国 保 条 例  … 議案第２６号 倉吉市国民健康保険条例の一部改正について
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【議案に対する質疑】

沿
っ
て
効
率
的
な
運
航
に
向
け
た
路

線
編
成
に
取
り
組
む
。

Ｑ 

共
助
交
通
等
導
入
検
討
支
援
補
助
金

と
、
共
助
交
通
運
行
支
援
補
助
の
内

容
は

Ａ 

共
助
交
通
等
導
入
検
討
支
援
補
助
金

は
令
和
2
年
よ
り
実
施
。
共
助
交
通

の
導
入
に
関
す
る
も
の
で
、
対
象
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
区
振
興
協
議
会
な
ど
で

あ
る
。
対
象
経
費
は
ニ
ー
ズ
の
把
握
・

調
査
な
ど
の
経
費
で
あ
る
。
共
助
交

通
運
行
支
援
補
助
金
は
、
実
際
に
共

助
交
通
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し

て
の
補
助
。
経
費
と
し
て
は
、
運
行

に
必
要
な
車
両
リ
ー
ス
料
、
保
険
料
、

燃
料
費
な
ど
。

Ｑ 

導
入
検
討
の
追
加
は
可
能
か
。
ま
た
、

両
方
の
事
業
支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
か

Ａ 

そ
れ
以
外
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

議
会
に
も
相
談
し
た
い
。
導
入
と
運

行
両
方
と
も
使
う
こ
と
は
可
能
。

Ｑ 

運
行
支
援
補
助
金
は
年
間
25
万
円
で

足
り
る
の
か
。
増
額
は
あ
る
の
か

Ａ 

各
団
体
で
収
支
計
画
を
立
て
て
い

る
。
足
り
な
い
状
況
が
続
く
な
ら
ば

元
の
計
画
を
見
直
し
て
い
た
だ
く
。

市
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
は
、
そ

の
時
点
で
考
え
た
い
。

― 

市
道
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
、

市
道
舗
装
や
側
溝
修
繕
等
を
行
う
。

Ｑ 

「
倉
吉
市
支
障
木
伐
採
事
業
費
補
助

金
制
度
」
の
事
業
内
容
は

Ａ 

樹
木
の
管
理
等
は
、
そ
の
土
地
の
所

有
者
あ
る
い
は
管
理
者
が
行
う
の
が

原
則
だ
が
、
民
地
か
ら
市
道
へ
の
樹

木
の
枝
の
張
り
出
し
、
枯
れ
枝
の
落

下
、
倒
木
に
よ
り
歩
行
者
や
車
両
が

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
樹
木
の
所

有
者
あ
る
い
は
管
理
者
だ
け
で
な

く
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
市
も
責
任

を
問
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
恐
れ
の
あ

る
市
道
沿
い
の
民
有
地
の
樹
木
に
つ

い
て
は
、
市
が
一
方
的
に
剪せ
ん

定て
い

や
伐

採
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

日
頃
よ
り
所
有
者
・
管
理
者
へ
伐
採

を
依
頼
し
て
い
る
が
、
所
有
者
が
地

元
に
い
な
い
、
高
齢
で
作
業
が
で
き

な
い
、
伐
採
費
用
が
高
額
に
な
る
な

ど
の
理
由
で
対
策
が
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
。

　 

事
業
内
容
は
、
自
治
公
民
館
が
主
体

と
な
る
実
施
事
業
で
、
対
象
と
な
る

樹
木
は
概
ね
直
径
が
20
セ
ン
チ
以
上

で
、
竹
も
補
助
対
象
。
そ
れ
ら
が
車

両
な
ど
の
通
行
に
支
障
を
来
す
と
予

想
さ
れ
る
場
合
や
、
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
が
地
元
に
不
在
で
管
理
で
き

な
い
場
合
や
、
高
齢
な
ど
で
管
理
で

き
な
い
場
合
に
、
そ
の
支
障
木
の
伐

採
に
か
か
る
高
所
作
業
車
な
ど
の
機

械
代
、
伐
採
し
た
樹
木
の
処
分
費
、

人
件
費
等
の
経
費
に
対
し
補
助
率
4

分
の
3
で
上
限
20
万
を
支
援
す
る
。

― 

体
育
施
設
等
の
修
繕
・
整
備
・

改
修
を
行
う
。

Ｑ 

関
金
多
目
的
広
場
の
名
称
を
市
営
関

金
ラ
グ
ビ
ー
場
に
変
え
る
理
由
は

Ａ 

市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
の
移
転
で
あ
り
、

財
源
と
し
て
も
国
の
ラ
グ
ビ
ー
場
整

備
補
助
金
で
行
っ
た
た
め
変
更
し
た
。

― 

体
育
施
設
及
び
温
水
プ
ー
ル
を

適
切
に
管
理
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
健
康
増
進
を
図
る
。

Ｑ 

関
金
町
総
合
運
動
公
園
を
倉
吉
市
総

合
運
動
公
園
に
変
え
る
検
討
は
あ
る

の
か

Ａ 

ま
だ
協
議
し
て
い
な
い
。

Ｑ 

使
い
道
は
ど
う
か

Ａ 

ラ
グ
ビ
ー
だ
け
で
な
く
サ
ッ
カ
ー
や

そ
の
ほ
か
に
使
用
可
能
。

Ｑ 

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
※

の
検
討
は
さ

れ
た
の
か

Ａ 

現
在
オ
ー
プ
ン
前
で
平
均
利
用
状
況

が
不
明
で
あ
り
、
適
切
な
広
告
契
約

金
額
の
設
定
が
で
き
な
い
た
め
、
検

討
を
し
て
い
な
い
。

Ｑ 

野
球
場
や
庭
球
場
な
ど
の
使
用
料
が

か
な
り
の
値
上
げ
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
値
上
げ
を
す
る
理
由
は

Ａ 

順
次
整
備
し
、
機
能
が
上
が
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
料
金
改
定
を
行
い
た
い
。

近
隣
の
市
町
村
施
設
と
比
較
し
な
が

ら
料
金
設
定
を
行
っ
た
。

Ｑ 

シ
ャ
ワ
ー
室
1
回
１
，
１
０
０
円
は

一
人
な
の
か

Ａ 

シ
ャ
ワ
ー
室
は
1
室
で
4
区
画
あ
り

1
回
5
人
ま
で
利
用
可
能
。
何
人
使

わ
れ
て
も
１
，
１
０
０
円
。

Ｑ 

急
激
な
引
き
上
げ
は
利
用
者
に
と
っ

て
負
担
感
が
大
き
い
。
利
用
者
の
話

は
聞
い
た
の
か

道
路
維
持
（
建
設
）

当
初
予
算
額

１
億
５
，
８
３
６
万
円

体
育
施
設
維
持
管
理

当
初
予
算
額

５
，
５
３
７
万
円

体
育
施
設
管
理
運
営

当
初
予
算
額

１
億
１
，
６
４
９
万
円

※ ネーミングライツ（命名権）とは公共施設に企業名や社名ブランドを付与する権利。この権利を取得した企

業等から命名権料を得て、より良い施設運営に取り組むことができる。 2021.6（10）



Ａ 

各
関
係
団
体
と
は
協
議
し
、
了
解
し

て
い
た
だ
い
た
。

― 
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
と
集
約
化

を
支
援
す
る
も
の
。

Ｑ 

今
の
活
用
状
況
や
事
業
実
績
は
ど 

う
か

Ａ 

交
付
対
象
・
交
付
額
と
も
近
年
は
減

少
傾
向
に
あ
る
。
事
業
を
活
用
し
た

農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
貸
借
契

約
に
つ
い
て
は
、
集
落
営
農
法
人
が

貸
し
付
け
の
対
象
の
も
の
も
あ
り
、

貸
付
面
積
が
増
え
て
い
る
。

Ｑ 

今
後
の
課
題
、
見
通
し
は
ど
う
か
。

農
業
委
員
会
と
の
連
携
は
ど
う
か

Ａ 

現
在
、
担
い
手
が
手
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
お
り
、
新
た
な
担
い
手
の
育

成
や
確
保
が
必
要
。
農
業
委
員
会
と

は
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　 

予
算
的
に
は
見
通
し
が
難
し
く
、
農

地
の
貸
し
付
け
状
況
に
よ
り
補
正
を

し
て
い
く
。

― 

認
定
新
規
就
農
者
等
が
行
う
機

械
及
び
施
設
の
整
備
に
支
援
し
、

就
農
初
期
の
経
営
基
盤
整
備
の

負
担
軽
減
を
図
る
。

Ｑ 

就
農
5
年
以
内
（
新
規
就
農
者
）
で
、

8
人
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
支

援
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

Ａ 

8
人
は
、
白
ネ
ギ
、
ス
イ
カ
、
果
樹
、

ト
マ
ト
な
ど
を
作
る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
、

動
力
噴
霧
機
、
運
搬
車
な
ど
の
導
入

に
つ
い
て
支
援
。

― 
低
コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
導
入
を
推

進
し
、
高
収
益
な
野
菜
・
花
き

等
の
ハ
ウ
ス
栽
培
品
目
の
生
産

振
興
を
図
り
、
強
い
園
芸
産
地

づ
く
り
を
推
進
す
る
。

Ｑ 

こ
の
低
コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
は
、
今
ま

で
の
ハ
ウ
ス
と
は
ど
う
違
う
の
か
。

ま
た
、
昨
年
末
か
ら
の
大
雪
で
補
強

し
た
ハ
ウ
ス
は
あ
る
か

Ａ 

こ
の
低
コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
従
来
の
も

の
と
同
程
度
の
価
格
で
、
１
・
3
～

１
・
4
倍
の
強
度
が
あ
る
。

　 

大
雪
被
害
で
は
、
2
件
3
棟
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
県
が
倒
壊
原
因
に
つ

い
て
調
査
分
析
中
。

― 

本
市
の
畜
産
振
興
及
び
畜
産
農

家
の
経
営
の
維
持
・
発
展
を
図

る
た
め
、
繁
殖
等
に
係
る
費
用

に
つ
い
て
助
成
を
行
う
も
の
。

Ｑ

事
業
の
内
容
は

Ａ 

国
の
マ
ル
キ
ン
制
度
※

で
補
て
ん
さ

れ
な
い
1
割
部
分
を
県
と
市
で
2
分

の
1
ず
つ
助
成
し
、
補
て
ん
す
る
。

― 

中
心
市
街
地
の
継
続
的
な
活
性

化
を
図
る
た
め
、
第
２
期
中
心

市
街
地
活
性
化
計
画
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
も
の
。

Ｑ 

に
ぎ
わ
い
創
出
支
援
事
業
と
は

Ａ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
令
和
２
年
11
月
に

行
っ
た
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
「
夜

間
の
観
光
賑
わ
い
創
出
」
に
向
け
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る
も
の
。
白
壁

土
蔵
群
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
も
の

で
、
新
た
な
観
光
入
込
客
の
創
出
に

つ
な
げ
た
い
。

Ｑ 

文
化
財
保
存
・
保
護
事
業
と
は

Ａ 

㈱
赤
瓦
が
実
施
す
る
県
指
定
文
化
財

で
あ
る
小
川
家
住
宅
の
保
存
修
理
、

公
開
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
県

文
化
財
課
と
協
調
し
て
支
援
し
、
文

化
財
の
保
護
を
図
る
。

Ｑ 

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
と
は

Ａ 

地
域
の
人
材
、
資
源
、
資
金
を
活
用

し
て
地
域
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
す
る
民
間
事
業
者
の

初
期
投
資
費
用
を
支
援
す
る
も
の
。

総
務
省
の
事
業
で
ロ
ー
カ
ル
１
０
，

０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

― 

商
店
街
等
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

新
規
創
業
支
援
、
空
き
店
舗
・
空

き
家
活
用
支
援
等
を
実
施
す
る
。

Ｑ

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
事
業
と
は

Ａ 

金
融
機
関
か
ら
の
寄
附
金
１
千
万
円

を
活
用
し
た
事
業
で
、
令
和
７
年
度

開
館
予
定
の
県
立
美
術
館
か
ら
小
川

家
住
宅
の
間
に
商
業
施
設
の
整
備
を

促
進
し
、
回
遊
性
の
向
上
を
図
り
た

い
。
事
業
予
定
者
は
公
募
す
る
。

農
地
集
積
・
集
約
化
対
策
事
業

当
初
予
算
額

１
，
２
８
７
万
円

就
農
条
件
整
備
事
業

当
初
予
算
額

１
，
７
１
９
万
円

鳥
取
型
低
コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

よ
る
施
設
園
芸
等
推
進
事
業

当
初
予
算
額

４
，
９
９
５
万
円

畜
産
振
興
対
策
事
業

当
初
予
算
額

３
８
５
万
円

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
事
業

当
初
予
算
額

９
，
２
３
６
万
円

商
店
街
等
活
性
化

当
初
予
算
額

１
，
０
０
８
万
円

※ マルキン制度とは、肥育牛 1 頭当たりの粗収益が生産コストを下回った場合に、生産者と国の積立金から差

額の 9 割を補てん金として交付する補助事業。

※ 予算額、補正額の１万円未満を切り捨て。
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【常任委員会とは？】

　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務

は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、分

科的に調査・審査します。

【常任委員会】
３月

令和３年

第３回

定例会

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
、

議
案
14
件
、
陳
情
２
件
が
付
託
さ

れ
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
保
護

　
議
案
第
10
号
の
審
査
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
保
護
の
要

否
判
定
等
の
基
準
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
は
「
自
動

車
保
有
等
に
つ
い
て
も
柔
軟
に
対

応
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

理
解
を
得
ら
れ
る
整
備
事
業
を

　
史
跡
大
御
堂
廃
寺
跡
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
多
目
的
広
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、

利
用
を
求
め
る
団
体
要
望
に
対
し

て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
会
と
し
て
、
整
備
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
利
用
要
望
に
つ
い

て
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る

こ
と
の
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

料
金
の
妥
当
性
に
つ
い
て
議
論

　
議
案
第
30
号
で
は
倉
吉
市
体
育

施
設
の
利
用
料
金
、
議
案
第
32
号

で
は
指
定
管
理
者
の
指
定
管
理
料

の
妥
当
性
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
の
進
捗
状
況
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
陳
情
第
４
号
は
委
員
長
採
決
に

よ
り
不
採
択
、
陳
情
第
５
号
は
全

員
賛
成
に
よ
り
採
択
と
な
り
ま 

し
た
。

教育福祉常任委員会

委員

鳥飼 幹男 委員長

竺原 晶子 副委員長

伊藤 正三 委員

大月 悦子 委員

藤井 隆弘 委員　

所管 健康福祉部、教育委員会

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
に
は
、

16
件
の
議
案
と
１
件
の
陳
情
が
付

託
さ
れ
、審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
補
正
予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

予
防
接
種
に
係
る
接
種
人
数
の
見

直
し
、
令
和
３
年
度
へ
の
予
算
を

組
み
替
え
る
も
の
に
つ
い
て
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

新
規
補
助
制
度
、
補
助
の
拡
充

な
ど

　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
で
は
、

新
規
事
業
と
し
て
予
算
計
上
さ
れ

た
道
路
維
持
の
た
め
の
支
障
木
伐

採
事
業
費
補
助
制
度
の
創
設
、
特

定
空
き
家
等
の
除
却
補
助
の
拡

充
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま 

し
た
。

防
災
行
政
無
線
の
点
検
を

　
ま
た
、
市
営
住
宅
の
維
持
管
理

を
10
月
１
日
よ
り
県
住
宅
公
社
へ

管
理
代
行
と
す
る
こ
と
が
執
行
部

よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
の

屋
外
拡
声
機
に
つ
い
て
は
、
耳
地

区
の
移
転
と
と
も
に
、
他
地
区
の

再
点
検
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
の
結
果
に
つ
い
て

　
陳
情
第
２
号
は
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

総務建設常任委員会

委員

福井 康夫 委員長

鳥羽 昌明 副委員長

大津 昌克 委員

佐々木 敬敏 委員

佐藤 博英 委員

所管

総務部、建設部、会計課、

上下水道局、議会事務局、

選挙管理委員会、監査委員、

公平委員会
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生
活
産
業
常
任
委
員
会
に
は
、

９
件
の
議
案
と
１
件
の
陳
情
が
付

託
さ
れ
、
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

指
定
管
理
の
経
費
削
減
や
見
直

し
を

　
議
案
第
４
号
で
は
、
観
光
施
設

維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て
、
エ
キ

パ
ル
倉
吉
の
駐
車
場
も
含
め
た
利

用
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
委

員
か
ら
指
定
管
理
の
経
費
削
減
や

見
直
し
等
も
必
要
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

地
区
に
対
す
る
市
の
協
力
体
制
を

　
議
案
第
10
号
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
に
つ
い
て
議

論
が
交
わ
さ
れ
、
委
員
か
ら
は「
地

区
に
対
し
て
市
の
協
力
体
制
を
丁

寧
に
」と
の
意
見
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
は「
地
域
の
人
だ
け
で
は
難
し

い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
市

職
員
が
入
り
、
話
を
ま
と
め
る
手

伝
い
を
し
た
り
、
先
進
地
の
事
例

を
紹
介
し
た
り
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
思
う
」と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

参
加
者
２
，０
０
０
人
を
予
想

　
日
本
女
性
会
議
の
経
済
効
果

の
推
計
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

過
去
の
大
会
か
ら
参
加
者
は
２
，

０
０
０
人
前
後
で
、
県
外
か
ら
の

６
０
０
人
程
度
の
参
加
が
予
想
さ

れ
る
と
執
行
部
か
ら
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
、
陳
情
第

３
号
は
全
会
一
致
で
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

生活産業常任委員会

委員

福谷 直美 委員長

丸田 克孝 副委員長

坂井 徹 委員

山口 博敬 委員

米田 勝彦 委員

所管 生活産業部、農業委員会

議会だよりの表紙写真募集中
倉吉市内で撮影された季節が感じられる写真で、市を紹介できる作品を募集しています。

詳細は倉吉市議会ホームページをご覧ください。

【応募先】〒６８２‒８６１１ 倉吉市葵町７２２　倉吉市議会事務局

　　　　電子メール：gikai@city.kurayoshi.lg.jp

あなたの写真で

　　 表紙を飾ろう！

本会議及び委員会などを傍聴する方へのお願い

傍聴にお越しの際には、次のことにご留意ください。

傍聴前の検温をお願いします。 健康状況シートへ記入をお願い

します。

隣の人と１メートル以上離れて
座るようにしてください。

マスクを着用してください。

入場前の手洗いと、入場時の

アルコール消毒を徹底

してください。

　なお、本会議についてはケーブルテレビ

放送（日本海ケーブルネットワーク・１２１ch）

を行っていますので、ご活用ください。

（13）令和 3.6



【議案等の議決結果】

　３月定例会に提出された議案等のうち、賛否が分かれた案件は３件でした。議員個人の表

決は以下のとおりです。なお、表に掲載していない議案等は、全会一致で可決しました。

３月

令和３年

第３回

定例会

賛否の内訳

　　

く 新 公 創 日 無

賛
成
反
対

議
決
結
果

福
谷 

直
美

藤
井 

隆
弘

大
津 

昌
克

大
月 

悦
子

丸
田 

克
孝

福
井 

康
夫

竺
原 

晶
子

坂
井 

徹

鳥
飼 

幹
男

鳥
羽 

昌
明

山
口 

博
敬

米
田 

勝
彦

佐
々
木 

敬
敏

佐
藤 

博
英

伊
藤 

正
三

番号 件　　名
委員長報告

（付託委員会）
委員長報告に対する賛否

陳情 第 ２号

新型コロナウイルスの拡散防止に係る政府

の基礎的対処方針について、政府内におけ

る遵守徹底を求める意見書提出について

不採択
（総務建設）

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － 11 3 不採択

陳情 第 ３号

男女雇用機会均等法の理念に基づいた男女

共同参画施策の更なる推進を求める意見書

提出について

採択
（生活産業）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 14 0 採択

陳情 第 ４号
スポーツ少年団の指導者登録・講習料に関

する陳情

不採択
（教育福祉）

○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ × － 10 4 不採択

陳情 第 ５号

保育士の全面パート化につながる短時間勤

務保育士の活用促進ではなく、保育所職員

の配置基準改善、処遇向上のための必要な

措置を求める意見書提出について

採択
（教育福祉）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 14 0 採択

○賛成、　×反対、　※退席・除斥、－議長のため表決に加わらず

　　

く 新 公 創 日 無

賛
成
反
対

議
決
結
果

福
谷 

直
美

藤
井 

隆
弘

大
津 

昌
克

大
月 

悦
子

丸
田 

克
孝

福
井 

康
夫

竺
原 
晶
子

坂
井 
徹

鳥
飼 

幹
男

鳥
羽 

昌
明

山
口 

博
敬

米
田 

勝
彦

佐
々
木 

敬
敏

佐
藤 

博
英

伊
藤 

正
三

議案番号 件　　名 議案に対する賛否

議案 第 ４号 令和２年度倉吉市一般会計補正予算（第１１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － 13 1 原案可決

議案 第１０号 令和３年度倉吉市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － 13 1 原案可決

議案 第３０号
倉吉市都市公園条例及び倉吉市体育施設の設置及び管

理に関する条例の一部改正について
× ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － 11 3 原案可決

　　

く 新 公 創 日 無

賛
成
反
対

議
決
結
果

福
谷 

直
美

藤
井 

隆
弘

大
津 

昌
克

大
月 

悦
子

丸
田 

克
孝

福
井 

康
夫

竺
原 

晶
子

坂
井 

徹

鳥
飼 

幹
男

鳥
羽 

昌
明

山
口 

博
敬

米
田 

勝
彦

佐
々
木 

敬
敏

佐
藤 

博
英

伊
藤 

正
三

議案番号 件　　名 議案に対する賛否

報告 第 ４号

議会の委任による専決処分について（工事請負契約の締結

についての議決の一部変更について（ラグビーワールドカッ

プ２０１９日本大会記念事業倉吉市営ラグビー場移設工事））

報告受理

報告 第 ５号
議会の委任による専決処分について（倉吉市手数料条

例の一部改正について）
報告受理

議案 第４２号
専決処分について（工事請負契約の締結についての議決の一

部変更について（関金地区情報通信基盤設備等改修工事））
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 14 0 承認

議案 第４３号
専決処分について（令和２年度倉吉市一般会計補正予

算（第１３号））
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 14 0 承認

議案 第４４号
専決処分について（令和２年度倉吉市住宅資金貸付事

業特別会計補正予算（第２号））
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 14 0 承認

議案 第４５号 専決処分について（倉吉市税条例等の一部改正について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 14 0 承認

議案 第４６号 令和３年度倉吉市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 14 0 原案可決

議案 第４７号 権利の放棄について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 14 0 原案可決

請願・陳情の結果

令和３年４月第４回臨時会

【
会
派
名
】  

く
…
く
ら
よ
し
　
新
…
新
政
会
　
公
…
公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同
　
創
…
く
ら
よ
し
創
生
　
日
…
日
本
共
産
党
　
無
…
無
所
属
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倉吉市政治倫理審査会報告倉吉市政治倫理審査会報告

　本市議会では、議会の権威と名誉を守り、議会制民主主義の健全な発展に資するため、倉吉市

議会議員政治倫理条例を制定しています。

　この条例に基づき、審査請求書が議長に提出された場合は、議長が設置する倉吉市

政治倫理審査会で、審査対象議員の違反行為の存否について審査を行います。

※  詳細は倉吉市議会のホームページに掲載しています。

【審査会の設置】

　令和２年１２月２５日付けで７人の市議会議員

（丸田克孝議員、福谷直美議員、藤井隆弘議員、大

津昌克議員、大月悦子議員、米田勝彦議員、佐々

木敬敏議員）から審査請求があり、鳥羽昌明議員に

よる政治倫理基準に違反する行為の存否の審査を

付託するため、令和３年１月２９日に倉吉市政治倫

理審査会が設置され、伊藤正三議長から６人が委

員に委嘱されました。

【倉吉市政治倫理審査会委員（敬称略）】

　会　長　尾西正人

　副会長　笠見　猛

　委　員　河﨑紀子、野津伸治、

　　　　　藤田義彦、松井幸伸

【審査請求の内容】

（１）  令和２年１２月１４日開催の倉吉市議会本会議

における丸田議員の発言に対し、鳥羽議員が議

事進行により、公開の議場において丸田議員を

名指しで誹謗中傷し、丸田議員の名誉感情を著

しく傷つけた。

（２）  令和２年１２月１５日、鳥羽議員ホームページ中

のブログで、１２月１４日の議会での内容を投稿

し掲載する。この投稿記事の内容は、インター

ネット上で公然と、事実でないことを摘示し、

丸田議員の名誉感情をさらに著しく傷つけた。

【審査の経過】

　審査会は設置から報告書提出までの間、４回開

催し、審査しました。

○第１回審査会　１月２９日（金）

　・  審査請求書、政治倫理基準違反内容報告書の

確認

　・審査スケジュール決定

○第２回審査会　２月３日（水）

　・  審査請求代表者（丸田議員）に対する事情聴取、

質問

　・  審査対象議員（鳥羽議員）に対する弁明の機会

の付与、事実関係の照会

○第３回審査会　２月１３日（土）　※非公開

　・付託案件の審査

　・審査のまとめ

○第４回審査会　２月１６日（火）　※非公開

　・報告書の検討、決定

　・議長への審査結果報告

【審査の結果（概要）】

　審査会に付託された内容は、政治倫理基準に違反

する行為が、全会一致により、認められませんでした。

【議長の措置】

　議長は、審査結果を踏まえ、鳥羽議員の名誉お

よび信頼回復のために必要な措置を講ずることと

します。

第１回審査会の様子 審査結果報告の様子

（15）令和 3.6
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― 旧グリーンスコーレせきがねとは

　関金温泉の旧宿泊施設。岡山県の民間事業者

が市から無償譲渡を受けて運営していたが、令和

２年３月末に閉館、市に施設を返還した。市は施

設の再生に向けて活用策を模索中。

　市では、この施設を関金温泉を象徴する施設と

してよみがえらせ、関金地域をはじめ、打吹玉川

伝統的建造物群保存地区や蒜山エリア等の観光ス

ポット、運動施設等の地域資源と結び付けた中長

期滞在型の国民保養温泉地を創るため、旧宿泊施

設の計画的かつ経済的な再生方針を示す再生プラ

ンの策定を進めている。

　専門業者による施設の現状調査をはじめ、民間

事業者との対話を通じて、どのような再生が求め

られているかについて広く意見を聞くサウンディ

ング調査を実施。これらの結果を踏まえ、学識経

験者や専門家等で構成する旧グリーンスコーレせ

きがね再生プラン検討会議において、６月を目途

にプラン案をまとめる予定。

― 見学してみて

旧倉吉市国民宿舎グリー

ンスコーレせきがね現地

見学会に行ってきました。

令和３年 ６月 倉吉市議会定例会

【会　　期】 ６月１４日（月）～６月２８日（月）

【会議日程】

月日
曜
日

会議

区分
時 間 内　容

６月１４日 月 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明

１５日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

１６日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

１７日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

１８日 金 予　備　日

１９日 土 休　　会

２０日 日 休　　会

２１日 月 本会議 午前１０時
付議議案に対する質疑

～委員会付託

２２日 火 予　備　日

２３日 水 委員会 常任委員会（予定）

２４日 木 予　備　日

２５日 金 予　備　日

２６日 土 休　　会

２７日 日 休　　会

２８日 月 本会議 午前１０時
委員長報告

～付議議案の討論・採決

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり

　 　　※ 録画放送は開催日の午後７時から。

　人口減少・高齢化対応、災害対策、生活及び地

域経済支援等を盛り込んだ令和３年度予算が採択

されました。▼喫緊の課題はウィズ・ポストコロ

ナ対策。新型コロナウイルスで私達の生活や考え

方は一変しました。旅行等の移動規制や自粛とそれに伴う飲

食・宿泊関係業等の不振。各種行事の中止や延期等々、影

響大です。病院入院患者・施設入所者との面会も「県内で２ 

週間感染者が出なければ可能です」とか。そこでズーム等を

使ったオンライン面会。県外者とも一緒に面会でき、これは

これで結構な面も。▼ポストコロナはオンラインとオフライ

ンをうまく融合した生活が始まるのか。ワクチン接種も始

まっています。▼１日も早い収束と新たな日常を願います。

 （編集委員　藤井 隆弘）

編

後

集

記

※倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。

　会議予定、議長日程、議員名簿、市議会

　だより、会議録などを掲載しています。

倉吉市議会

建物外観 見学の様子

　国民宿舎として親しまれながら、今の時代に

合わなくなったのか。しかし、私はコロナ禍の

中、新しい形態の施設として少人数で格安の活

用、高齢者向けの活用などに利用できる可能性

を感じた。湯治、サービス付き高齢者向け住宅、

眺望を利用した足湯の併設や、民間企業と連

携した小規模保養施設、家族団らん、湯楽里

との協力などの利用運営も考えられる。これま

での経緯から、民間業者任せではなく、行政も

参画できる組織体制が必要だと思った。

　新館部分は、耐震性があり、間取りも１７

部屋と広く、眺望もよく、十分活用できると

思う。周辺の公園やスポーツ施設、そして旧

温泉街通りを整備して、これらと連携すれば、

この施設は地域振興の要になると思う。


